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号　外

椎
名
千
収
氏を

山
武
ジ
ャ
ー
ナ
ル

提
訴

　
山
武
ジ
ャ
ー
ナ
ル

（
代
表
・
鈴
木
ま
さ

や
）
は
平
成
三
十
年

一
月
十
八
日
、
議
場

で
公
然
と
本
誌
並
び

に
執
筆
者
の
名
誉
を

著
し
く
貶
め
る
発
言

を
し
た
と
し
て
、
椎

名
千
収
氏
（
山
武
市

被告 椎名千収

長
・
七
十
二
歳
）
を
相
手
に
二
百
万
円
の
損
害
賠
償
を
求
め
る
訴
え

を
、
千
葉
地
方
裁
判
所
八
日
市
場
支
部
に
起
こ
し
た
。

　
山
武
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
よ
る
一
連
の
学
歴
詐
称
報
道
な
ら
び
に
、
市

民
か
ら
の
複
数
の
陳
情
に
よ
り
、
山
武
市
議
会
で
は
椎
名
市
長
の
学

歴
詐
称
に
関
す
る
百
条
委
員
会
の
設
置
が
議
論
さ
れ
た
が
、
平
成
二

十
九
年
十
一
月
三
十
日
に
行
わ
れ
た
八
角
公
二
市
議
に
よ
る
一
般
質

問
の
際
、
椎
名
市
長
は
議
長
の
許
し
を
得
ず
に
答
弁
席
を
離
れ
て
質

問
者
に
詰
め
寄
る
な
ど
激
昂

し
、
反
問
権
を
乱
発
し
て
自

論
を
展
開
し
た
。
そ
の
際
に

山
武
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
対
し
て

名
誉
毀
損
に
当
た
る
発
言
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
市
長

と
い
う
立
場
を
鑑
み
れ
ば
社

会
的
影
響
力
は
大
き
く
、
そ

の
責
任
は
極
め
て
重
大
で
あ

り
、
学
歴
詐
称
の
事
実
関
係

も
含
め
、
司
法
に
よ
る
解
決

に
踏
み
切
っ
た
も
の
。

激昂して答弁席を離れて質問者に詰め寄る
椎名市長（平成29年11月30日/山武市議会）

代
表
者
コ
メ
ン
ト

　
平
素
よ
り
山
武
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
ご
愛

読
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
山
武
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
、
市
民
の
目
に

触
れ
る
こ
と
の
な
い
山
武
市
政
の
情
報

を
伝
え
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
平
成
二
十
七
年
一
月

に
ス
タ
ー
ト
し
、
お
陰
様
で
三
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
さ
ん
む
医
療
セ
ン
タ
ー

で
発
生
し
た
医
療
事
故
の
情
報
隠
し
、

教
育
委
員
会
に
よ
る
学
校
統
廃
合
計
画

の
手
続
き
瑕
疵
な
ど
、
独
自
取
材
を
元

に
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
が
、
全
て
事

実
に
基
づ
い
て
責
任
あ
る
報
道
姿
勢
で

臨
ん
で
参
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
椎
名

市
長
の
学
歴
詐
称
報
道
に
つ
い
て
も
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
議
会
で
は
残
念
な
が
ら
椎
名
市
長
の

学
位
取
得
の
有
無
に
つ
い
て
確
認
す
る

こ
と
な
く
決
着
が
図
ら
れ
て
し
ま
っ
た

た
め
、
こ
の
度
の
提
訴
に
踏
み
切
り
ま

し
た
。

　
今
後
の
展
開
に
つ
き
ま
し
て
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
お
伝
え
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
読
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
引
き
続
き
ご
愛
読
・
ご
支
援
の
ほ

ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
議
会
の
一
般
質
問
に
お
い
て
、
椎
名

市
長
は
パ
リ
第
一
大
学
で
卒
業
し
た
と
す

る
「
メ
ト
リ
ー
ズ
」
と
い
う
課
程
を
「
修

士
」
と
訳
す
こ
と
の
正
当
性
の
み
主
張
し

た
が
、
そ
の
中
で
椎
名
市
長
は
、
修
士
論

文
を
書
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
メ
ト
リ

ー
ズ
課
程
は
大
学
四
年
目
の
課
程
で
あ
っ

た
こ
と
（
日
本
の
修
士
課
程
は
大
学
四
年

卒
業
後
の
大
学
院
二
年
の
課
程
）
な
ど
を

認
め
、
選
挙
公
報
や
チ
ラ
シ
に
記
載
し
て

い
た
「
経
済
学
修
士
」
と
い
う
虚
像
は
、

事
実
上
崩
壊
し
た
。

　
ま
た
、
椎
名
市
長
が
「
四
年
間
で
頂
い

た
の
は
こ
れ
だ
け
」
と
説
明
し
た
証
明
書

に
自
ら
記
入
し
た
日
本
語
訳
の
中
で
、
最

も
重
要
で
あ
る
「
卒
業
証
書
」
と
訳
し
た

部
分
が
誤
訳
で
あ
り
、
椎
名
市
長
の
学
位

取
得
に
つ
い
て
は
、
未
だ
疑
問
符
が
と
れ

た
と
は
言
い
難
い
。

椎名市長が「卒業証書」と訳したフランス
語の「Licence」に卒業証書の意味はない。
フランス語が堪能な椎名市長が、議場で配
布する重要な資料で、なぜこの様な誤訳を
したのだろうか。

「
修
士
論
文
は

　
　
　
書
い
て
お
り
ま
せ
ん
」

山
武
ジ
ャ
ー
ナ
ル

代
表
　
鈴
木 

ま
さ
や

氏
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山
武
市
誕
生
か
ら
十
二
年

椎
名
市
政
と
は
何
だ
っ
た
の
か

　
旧
成
東
町
、
松
尾
町
、
山
武
町
、
蓮
沼

村
の
合
併
に
よ
り
、
平
成
十
八
年
に
山
武

市
が
誕
生
し
て
今
年
で
十
二
年
と
な
る
。

旧
三
町
一
村
の
住
民
は
、
新
生
山
武
市
の

明
る
い
未
来
を
夢
見
て
「
パ
リ
大
卒
の
経

済
学
修
士
」
の
手
腕
に
大
い
に
期
待
し
、

元
成
東
町
長
だ
っ
た
椎
名
千
収
氏
を
最
初

の
市
長
に
選
ん
だ
。

　
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
十
二
年
後
の
山
武

市
は
、
そ
の
時
市
民
が
望
ん
だ
姿
に
な
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
合
併
時
に
約
六
万
人
だ
っ
た
人
口
が
、

五
万
三
千
人
を
割
込
む
ま
で
激
減
し
た
こ

と
は
、
多
く
の
市
民
が
共
有
す
る
危
機
感

だ
。
山
武
市
の
人
口
減
少
率
は
同
規
模
の

周
辺
自
治
体
と
比
較
し
て
突
出
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
他
地
域
に
流
出
す
る
社
会
減

が
要
因
な
の
は
明
白
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
椎
名
市
長
は
「
人
口
減
少
は
日
本
民

族
全
体
の
問
題
」
と
、
有
効
な
施
策
を
打

ち
出
す
ど
こ
ろ
か
、
対
策
の
検
討
す
ら
行

っ
て
こ
な
か
っ
た
。

　
そ
の
結
果
、
山
武
市
の
市
税
収
入
は
平

成
十
九
年
の
五
十
九
億
円
を
ピ
ー
ク
に
、

昨
年
度
は
五
十
五
億
円
を
割
込
む
ま
で
減

少
し
た
。
一
方
で
、
合
併
時
に
二
百
億
円

規
模
だ
っ
た
一
般
会
計
予
算
は
二
百
二
十

億
円
を
超
え
る
ま
で
増
加
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
二
百
十
億
円
程
度
だ
っ
た
合
併
前

の
三
町
一
村
の
予
算
合
計
よ
り
も
多
く
、

椎
名
市
政
下
の
山
武
市
で
は
、
合
併
に
よ

る
合
理
化
・
効
率
化
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
も
か
き
消
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

地
域
医
療
は
守
ら
れ
た
の
か
？

「
地
域
医
療
の
危
機
！
　
成
東
病
院
崩
壊

の
危
機
！
　
こ
の
ま
ま
で
は
成
東
病
院
が

消
え
て
し
ま
い
ま
す
」

　
こ
れ
は
山
武
市
合
併
後
最
初
の
選
挙
戦

で
、
椎
名
千
収
後
援
会
が
配
布
し
た
チ
ラ

シ
に
踊
っ
て
い
た
見
出
し
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
当
時
進
め
ら
れ
て
い
た
計

画
は
、
県
立
東
金
病
院
、
成
東
病
院
、
大

網
病
院
を
経
営
統
合
し
、
高
度
医
療
に
対

応
で
き
る
セ
ン
タ
ー
病
院
と
、
地
域
ニ
ー

山武地域医療センターの整備・運営についての基本方針（平成１７年３月）より抜粋

ズ
に
対
応
で
き
る
支
援

病
院
に
再
編
す
る
と
い

う
、
そ
の
チ
ラ
シ
が
与

え
る
印
象
と
は
か
け
離

れ
た
も
の
だ
っ
た
。

　
こ
の
構
想
の
原
点
は

平
成
十
四
年
四
月
に
県

に
提
出
さ
れ
た
「
公
立

三
病
院
の
再
編
統
合
化

が
地
域
住
民
の
要
望
を

満
た
す
こ
と
が
出
来
る

最
善
の
手
段
で
あ
る
」

と
す
る
提
言
書
だ
と
考

え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を

ま
と
め
た
の
は
当
時
国

保
成
東
病
院
管
理
者
で

成
東
町
長
だ
っ
た
椎
名

千
収
氏
と
、
現
さ
ん
む

医
療
セ
ン
タ
ー
理
事
長

の
坂
本
院
長
だ
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
東

金
病
院
を
廃
止
し
て
新
た
な
セ
ン
タ
ー
病

院
を
設
立
し
、
成
東
病
院
の
経
営
権
が
新

病
院
に
移
管
さ
れ
る
方
針
に
な
る
と
、
椎

名
市
長
は
自
ら
「
最
善
の
手
段
で
あ
る
」

と
提
唱
し
、
実
現
間
近
だ
っ
た
こ
の
計
画

か
ら
離
脱
。
東
金
市
、
山
武
市
、
九
十
九

里
町
、
芝
山
町
に
よ
る
成
東
病
院
一
部
事

務
組
合
を
解
散
さ
せ
た
後
、
山
武
市
単
独

で
「
独
立
行
政
法
人
さ
ん
む
医
療
セ
ン
タ

ー
」
を
設
立
し
、
病
院
経
営
の
独
占
を
図

っ
た
。

　
山
武
市
の
離
脱
に
よ
り
同
計
画
は
大
き

く
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
東
金
市
と
九

十
九
里
町
で
三
次
救
急
対
応
の
「
東
千
葉

メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
」
が
設
立
さ
れ
た

が
、
そ
れ
ま
で
の
経
緯
か
ら
両
院
の
政
治

的
な
対
立
構
造
は
否
め
ず
、
地
域
の
医
療

資
源
は
分
断
さ
れ
、
互
い
に
医
師
不
足
・

看
護
師
不
足
と
い
っ
た
問
題
を
抱
え
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
を
維
持
す
る
た
め
、
さ
ん

む
医
療
セ
ン
タ
ー
に
は
山
武
市
か
ら
年
間

三
億
数
千
万
円
、
東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
に
は
東
金
市
か
ら
年
間
十
数
億
円

が
拠
出
さ
れ
る
現
状
と
な
っ
た
。

　
さ
ん
む
医
療
セ
ン
タ
ー
は
建
物
の
老
朽

化
か
ら
「
建
替
整
備
・
基
本
構
想
」
を
発

表
し
た
が
、
九
十
八
億
円
に
も
昇
る
新
病

院
建
設
が
、
人
口
減
・
税
収
減
の
続
く
山

武
市
に
と
っ
て
、
将
来
ど
の
様
な
結
果
を

も
た
ら
す
か
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
慢
性
的
な
医
療
人
材
不
足
に
加
え
、
経

営
の
基
盤
と
な
る
人
口
が
減
少
す
る
中
、

山
武
地
域
で
の
病
院
経
営
は
極
め
て
厳
し

い
環
境
に
あ
り
、
医
療
資
源
、
経
営
資
源

と
い
っ
た
リ
ソ
ー
ス
を
集
中
し
て
い
か
な

け
れ
ば
、
最
終
的
に
両
院
と
も
共
倒
れ
と

い
う
結
果
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

　
合
併
前
の
三
町
一
村
を
含
め
、
地
域
の

将
来
を
見
据
え
て
県
と
郡
内
の
市
町
村
が

協
力
し
て
進
め
て
い
た
セ
ン
タ
ー
病
院
構

想
を
、
成
東
病
院
の
経
営
権
に
固
執
す
る

あ
ま
り
政
治
問
題
化
さ
せ
て
破
談
に
追
い

込
み
、
地
域
医
療
の
将
来
に
大
き
な
禍
根

を
残
し
た
椎
名
市
長
の
責
任
の
重
さ
は
計

り
知
れ
な
い
。

山
武
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は

　
　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
で
す

　
山
武
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
記
事
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
環
境
で
あ
れ
ば
、
パ

ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

な
ど
で
自
由
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
こ
の

機
会
に
是
非
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
山
武
ジ

ャ
ー
ナ
ル
の
記
事
も
御
覧
く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
使
い
方
が
分
か
ら
な
い

と
い
う
方
は
、
機
材
の
選
び
方
か
ら
使
い
方

ま
で
無
料
で
ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
興
味

は
あ
っ
て
も
、
手
に
取
る
の
は
ち
ょ
っ
と
不

安
と
い
う
方
も
、
こ
の
機
会
に
山
武
ジ
ャ
ー

ナ
ル
に
ご
相
談
下
さ
い
。

山
武
ジ
ャ
ー
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
窓
口
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